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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年8月23日(2012.8.23)

【公表番号】特表2011-527891(P2011-527891A)
【公表日】平成23年11月10日(2011.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-045
【出願番号】特願2011-517785(P2011-517785)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/415    (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   1/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ａ０１Ｈ   5/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  14/415   　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ａ０１Ｈ   1/02    　　　　
   Ａ０１Ｈ   5/10    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０３　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自らのゲノムに少なくとも２つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを含むこと
を特徴とする、少なくとも２つのＩＮＤ遺伝子を含むアブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）植
物。
【請求項２】
　前記ＩＮＤ遺伝子が、ＩＮＤ－Ａ１またはＩＮＤ－Ｃ１遺伝子である、請求項１に記載
の植物。
【請求項３】
　前記ＩＮＤ遺伝子が、
　（ａ）配列番号１、配列番号３の４６位のヌクレオチドから６３３位のヌクレオチドま
で、配列番号３、配列番号５または配列番号７との配列同一性が少なくとも９０％である
核酸分子と、
　（ｂ）配列番号２、配列番号４の１６位のアミノ酸から２１０位のアミノ酸までまたは
配列番号４に対する配列同一性が少なくとも９０％であるアミノ酸配列をコードする核酸
分子と、からなる群から選択される核酸分子を含む、請求項１または２に記載の植物。
【請求項４】
　前記部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルが、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ０６、ｉｎｄ
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－ａ１－ＥＭＳ０９、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ１３、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０４、ｉｎｄ－
ｃ１－ＥＭＳ０８、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０９からなる群から選択される、請求項１～３
のいずれか１項に記載の植物。
【請求項５】
　少なくとも１つの完全ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを自らのゲノムにさらに含
む、請求項１～４のいずれか１項に記載の植物。
【請求項６】
　前記完全ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルが、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ０１、ｉｎｄ
－ａ１－ＥＭＳ０５、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０１、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０３からなる群
から選択される、請求項５に記載の植物。
【請求項７】
　前記部分および／または完全ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルにとってホモ接合で
ある、請求項１～６のいずれか１項に記載の植物。
【請求項８】
　前記植物の前記脱粒が、突然変異株ＩＮＤアレルを含まない対応する植物の脱粒と比較
して有意に低減または遅延される、請求項１～７のいずれか１項に記載の植物。
【請求項９】
　莢の農学的に妥当な脱穀性を維持する、請求項８に記載の植物。
【請求項１０】
　ＩＮＤ遺伝子が、
　（ａ）配列番号１、配列番号３の４６位のヌクレオチドから６３３位のヌクレオチドま
で、配列番号３、配列番号５または配列番号７との配列同一性が少なくとも９０％である
核酸分子と、
　（ｂ）配列番号２、配列番号４の１６位のアミノ酸から２１０位のアミノ酸までまたは
配列番号４に対する配列同一性が少なくとも９０％であるアミノ酸配列をコードする核酸
分子と、からなる群から選択される核酸分子を含む、自らのゲノムにＩＮＤ遺伝子の少な
くとも１つの部分ノックアウト突然変異株アレルを含む植物。
【請求項１１】
　前記部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルが、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ０６、ｉｎｄ
－ａ１－ＥＭＳ０９、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ１３、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０４、ｉｎｄ－
ｃ１－ＥＭＳ０８、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０９からなる群から選択される、請求項１０に
記載の植物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の植物から入手可能な種子莢。
【請求項１３】
　ＩＮＤ遺伝子が、
　（ａ）配列番号１、配列番号３の４６位のヌクレオチドから６３３位のヌクレオチドま
で、配列番号３、配列番号５または配列番号７との配列同一性が少なくとも９０％である
核酸分子と、
　（ｂ）配列番号２、配列番号４の１６位のアミノ酸から２１０位のアミノ酸までまたは
配列番号４に対する配列同一性が少なくとも９０％であるアミノ酸配列をコードする核酸
分子と、からなる群から選択される核酸分子を含む、ＩＮＤ遺伝子の部分ノックアウト突
然変異株アレル。
【請求項１４】
　ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ０６、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ０９、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ１３、
ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０４、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０８、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０９から
なる群から選択される、請求項１３に記載の突然変異株アレル。
【請求項１５】
　請求項１３または１４のいずれか１項に記載の突然変異株アレルによってコードされる
突然変異株ＩＮＤタンパク質。
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【請求項１６】
　請求項１３または１４のいずれか１項に記載の少なくとも２つの部分ノックアウト突然
変異株ＩＮＤアレルを１つの植物で組み合わせる方法であって、
　（ａ）各々少なくとも１つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを含む少なくと
も２つの植物を同定するステップと、
　（ｂ）前記少なくとも２つの植物を交雑させ、前記少なくとも１つの交雑種からＦ１ハ
イブリッド種子を採取するステップと、
　（ｃ）任意に、少なくとも２つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを含むＦ１
植物を同定するステップと、を含む、方法。
【請求項１７】
　選択された前記突然変異株ＩＮＤアレルの接合状態を判断することで、部分ノックアウ
ト突然変異株ＩＮＤアレルにとってホモ接合またはヘテロ接合であるＦ１植物を同定する
ステップをさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　少なくとも１つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを１つの植物から別の植物
に移行するための方法であって、
　（ａ）少なくとも１つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを含む第１の植物を
同定するか、あるいは、請求項１６に従って少なくとも２つの部分ノックアウト突然変異
株ＩＮＤアレルを含む第１の植物を生成するステップと、
　（ｂ）第１の植物を、前記少なくとも１つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレル
を含まない第２の植物と交雑させ、前記交雑種からＦ１種子を採取するステップと、
　（ｃ）任意に、少なくとも１つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを含むＦ１
植物を同定するステップと、
　（ｄ）前記少なくとも１つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを含むＦ１植物
を、前記少なくとも１つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを含まない第２の植
物と、少なくとも１世代（ｘ）戻し交雑させ、前記交雑種からＢＣｘ種子を採取するステ
ップと、
　（ｅ）前記少なくとも１つの部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルを含む各世代の
ＢＣｘ植物で同定するステップと、を含む、方法。
【請求項１９】
　部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルの接合状態を判断することで、前記部分ノッ
クアウト突然変異株ＩＮＤアレルにとってホモ接合またはヘテロ接合であるＢＣｘ植物を
同定するステップをさらに含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　（ａ）第１の部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルをホモ接合状態で含む第１の植
物と、第２の部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルをホモ接合状態で含む第２の植物
を、同定するステップと、
　（ｂ）第１および第２の植物を交雑させ、交雑種からＦ１ハイブリッド種子を採取する
ステップと、を含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載のハイブリッドアブラナ属（
Ｂｒａｓｓｉｃａ）種子または植物を生成するための方法。
【請求項２１】
　第１および第２の部分ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルが同一である、請求項２０
に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１の植物が第１の完全ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルをホモ接合状態でさ
らに含み、前記第２の植物が第２の完全ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルをホモ接合
状態でさらに含む、請求項２０または２１に記載の方法。
【請求項２３】
　第１および第２の完全ノックアウト突然変異株ＩＮＤアレルが同一である、請求項２２
に記載の方法。
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【請求項２４】
　ＮＣＩＭＢに受託番号ＮＣＩＭＢ　４１５７０で寄託されたｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ０６
アレルを含む種子、ＮＣＩＭＢに受託番号ＮＣＩＭＢ　４１５７１で寄託されたｉｎｄ－
ａ１－ＥＭＳ０９アレルを含む種子、ＮＣＩＭＢに受託番号ＮＣＩＭＢ　４１５７２で寄
託されたｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ１３アレルを含む種子、ＮＣＩＭＢに受託番号ＮＣＩＭＢ
　４１５７５で寄託されたｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０４アレルを含む種子、ＮＣＩＭＢに受
託番号ＮＣＩＭＢ　４１５７３で寄託されたｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０８アレルを含む種子
、ＮＣＩＭＢに受託番号ＮＣＩＭＢ　４１５７４で寄託されたｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０９
アレルを含む種子、これらの誘導体からなる群から選択される部分ノックアウトｉｎｄア
レルを含むアブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）種子。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の種子から得られる、アブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）植物あるいは
、その細胞、一部分、種子または後代。
【請求項２６】
　請求項２４に記載の種子から生育させたアブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）植物の繁殖お
よび／または育種によって得られる、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ０６、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ
０９、ｉｎｄ－ａ１－ＥＭＳ１３、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０４、ｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０
８またはｉｎｄ－ｃ１－ＥＭＳ０９アレルを自らのゲノムに含むアブラナ属（Ｂｒａｓｓ
ｉｃａ）植物あるいは、その細胞、一部分、種子または後代。
【請求項２７】
　自らのゲノムの１つの遺伝子座に２つの突然変異株ＩＮＤアレルを含むことを特徴とす
る、２つの遺伝子座に少なくとも２つのＩＮＤ遺伝子を含むアブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃ
ａ）植物。
【請求項２８】
　前記２つの突然変異株ＩＮＤアレルがホモ接合である、請求項２７に記載の植物。
【請求項２９】
　ＩＮＤ遺伝子が、ＩＮＤ－Ａ１またはＩＮＤ－Ｃ１遺伝子である、請求項２７に記載の
植物。
【請求項３０】
　ＩＮＤ遺伝子が、
（ａ）配列番号１、配列番号３の４６位のヌクレオチドから６３３位のヌクレオチドまで
、配列番号３、配列番号５または配列番号７との配列同一性が少なくとも９０％である核
酸分子と、
（ｂ）配列番号２、配列番号４の１６位のアミノ酸から２１０位のアミノ酸までまたは配
列番号４に対する配列同一性が少なくとも９０％であるアミノ酸配列をコードする核酸分
子からなる群から選択される核酸分子と、を含む、請求項２７～２９のいずれか１項に記
載の植物。
【請求項３１】
　突然変異株ＩＮＤアレルを含まない対応する植物によって産生される機能的ＩＮＤタン
パク質の量と比較して、有意に低減された量の機能的ＩＮＤタンパク質を産生する、請求
項２７～３０のいずれか１項に記載の植物。
【請求項３２】
　突然変異株ＩＮＤアレルを含まない対応する植物の種子収量に比して、植物の種子収量
が高まり、好ましくは有意に高まる、請求項２７～３１のいずれか１項に記載の植物。
【請求項３３】
　２つの突然変異ホモ接合ＩＮＤアレルをそのゲノムに導入することを含む、少なくとも
２つのＩＮＤ遺伝子を含むアブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）植物の収量を増すための方法
。
【請求項３４】
　請求項１～１１または２７～３２のいずれか一項に記載の植物の細胞、一部分、種子ま
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たは後代。
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